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数
は
増
え
る
が

数
は
増
え
る
が

��

進
む
偏
在
化

進
む
偏
在
化

　

道
内
の
人
口
あ
た
り
医
師

数
は
上
川
中
部
、
札
幌
圏
以

外
は
全
て
全
国
平
均
を
下
回

り
、
２
０
０
２
年
か
ら
２
０�

２
０
年
ま
で
に
５
医
療
圏
で

は
医
師
数
が
減
少
し
、
医
療

過
疎
化
は
悪
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
間
の
医
学
部
定
員
増
、

臨
時
増
、
地
域
枠
等
で
全
医

師
数
、
若
手
医
師
の
割
合
が

増
加
し
て
い
る
が
、
一
方
で

産
婦
人
科
、
小
児
科
な
ど
各

科
の
顕
著
な
偏
在
は
子
育
て

世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
影
響

が
大
き
い
。

　

背
景
に
あ
る
の
が
医
師
養

成
シ
ス
テ
ム
の
変
更
で
あ
る
。

２
０
０
４
年
度
か
ら
の
新
臨

床
研
修
制
度
は
大
学
入
局
か

ら
民
間
病
院
研
修
へ
の
門
戸

を
開
い
た
が
、
結
果
的
に
大

学
医
局
と
関
連
病
院
間
の
医

師
派
遣
が
先
細
り
し
、
地
方

の
基
幹
病
院
の
機
能
低
下
に

繋
が
っ
て
い
る
。
更
に
過
疎

化
は
地
域
に
根
差
す
開
業
へ

の
道
を
険
し
く
し
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
か
ら
新
専
門

医
制
度
が
開
始
さ
れ
た
。
良

質
な
医
療
提
供
を
目
的
と
し

て
い
る
が
、
専
門
医
に
な
る

の
が
２
年
遅
れ
る
。
更
新
に

は
基
幹
病
院
と
連
携
病
院
に

勤
務
し
て
多
く
の
症
例
を
経

験
す
る
が
、
外
科
系
の
更
新

で
は
症
例
数
が
必
要
に
な

る
。
卒
業
数
増
加
で
も
偏
在

解
消
は
見
通
せ
な
く
、
足
枷

に
な
る
場
合
が
あ
る
。

　

働
き
方
改
革
に
関
連
し
て
、

２
０
２
０
年
度
の
医
師
の
需

給
推
計
（
厚
労
省
）
に
よ
る

と
、
労
働
時
間
を
週
60
時
間

に
制
限
す
る
と
２
０
２
３
年

度
入
学
者
が
医
師
に
な
る

２
０
２
９
年
頃
に
需
給
が
均

衡
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

余
り
に
も
楽
観
的
で
あ
る
。

　

道
内
二
次
医
療
圏
で
５
番

　

石
破
内
閣
は
「
ル
ー
ル
を

守
る
」「
日
本
を
守
る
」「
国

民
を
守
る
」「
地
方
を
守
る
」

「
若
者
・
女
性
の
機
会
を
守

る
」、こ
れ
ら
５
つ
の「
守
る
」

を
実
行
す
る
と
い
う
基
本
方

針
を
表
明
し
て
、
直
ち
に
解

散
総
選
挙
を
断
行
し
た
▼
選

挙
結
果
は
、
自
民
・
公
明
の

与
党
の
議
席
が
過
半
数
を
割

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

与
党
が
過
半
数
を
割
り
込
む

の
は
、
民
主
党
政
権
が
誕
生

し
た
15
年
前
の
２
０
０
９
年

以
来
と
な
る
。
野
党
の
政
党

支
持
率
が
与
党
を
上
回
ら
な

い
状
態
で
今
回
の
選
挙
結
果

に
な
っ
た
こ
と
は
、
裏
金
問

題
を
世
論
が
厳
し
く
糾
弾
し

た
こ
と
に
よ
る
、
自
民
党
の

ひ
と
り
負
け
だ
と
す
る
論
評

が
あ
る
▼
国
民
の
不
信
は
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
給
与
は
横
ば
い
で
物
価

が
上
が
っ
て
い
る
、
主
食
の

米
が
供
給
不
足
で
店
頭
か
ら

姿
を
消
し
新
米
の
価
格
も
高

騰
し
て
い
る
、
医
薬
品
の
供

給
は
数
年
前
か
ら
不
足
し
て

い
る
、
高
齢
者
の
介
護
は
施

設
も
人
手
も
足
り
な
い
。
国

民
の
不
安
は
大
き
く
な
り
、

不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
▼
与

党
と
野
党
が
均
衡
し
て
い
る

不
安
定
な
状
態
が
続
く
中

で
、
こ
れ
か
ら
の
政
権
担
当

者
に
は
、
少
子
高
齢
化
の
問

題
や
地
方
創
生
、
安
全
保
障

な
ど
の
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
で
安
定
的
に
政
策
を
進
め

る
こ
と
を
求
め
る
。�

（
道
）

目
に
医
師
が
多
い
後
志
で

は
、
20
自
治
体
中
16
カ
所
で

４
名
以
下
、
12
カ
所
で
２
名

以
下（
２
０
２
２
年
）と
な
っ

て
い
る
。
小
樽
市
へ
の
医
療

機
能
集
中
が
背
景
に
あ
る

が
、
他
自
治
体
に
と
っ
て
医

療
確
保
は
容
易
で
は
な
い
。

地
元
医
療
機
関
と
の
更
な
る

連
携
強
化
が
必
要
に
な
る
。

　

本
会
の
集
計
で
は
23
年
２

月
か
ら
１
年
半
の
道
内
医
科

開
院
閉
院
状
況
は
、
札
幌
９

増
、
札
幌
以
外
で
26
減
、
同

市
内
外
の
格
差
は
35
カ
所
に

広
が
っ
た
。
閉
院
は
３
・４
・

９
月
に
多
く
、
退
会
時
に
聞

く
と
、
高
齢
化
だ
け
で
な
く

診
療
報
酬
改
定
や
諸
制
度
変

更
が
契
機
に
な
っ
て
い
る
。

医
療
Ｄ
Ｘ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

で
対
応
困
難
と
な
り
、
マ
イ

ナ
保
険
証
関
連
で
継
続
意
欲

を
削
が
れ
、
閉
院
か
他
法
人

と
の
合
併
・
譲
渡
等
の
経
過

が
垣
間
見
え
る
。

欠
け
て
い
る
も
の

欠
け
て
い
る
も
の

　

か
か
り
つ
け
医
１
名
減
は

単
な
る
医
師
１
名
減
で
は
な

い
。
そ
の
地
域
の
人
の
顔
と

健
康
状
況
を
熟
知
し
た
数

百
、
数
千
人
分
の
患
者
の
主

治
医
の
喪
失
な
の
で
あ
る
。

厚
労
省
の
新
た
な
地
域
医
療

構
想
に
決
定
的
に
欠
け
て
い

る
の
は
、
そ
の
こ
と
へ
の
洞

察
と
共
感
で
あ
る
。

　

医
師
の
偏
在
化
対
策
は
主

に
規
制
的
手
法
が
検
討
さ

れ
、
補
助
金
や
各
診
療
科
の

地
域
毎
上
限
設
定（
シ
ー
リ

ン
グ
）、
更
に
地
域
医
療
に

従
事
す
る「
新
た
な
認
定
医
」

の
創
設
な
ど
が
俎
上
に
上
が

る
が
、
か
か
り
つ
け
医
へ
の

考
察
は
極
め
て
少
な
い
。

　

経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

は
診
療
報
酬
で
対
応
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
こ
れ
は
保

険
者
か
ら
の
反
対
が
強
い

が
、
医
療
機
関
を
疲
弊
さ
せ

て
き
た
Ｄ
Ｘ
推
進
を
個
別
補

助
か
ら
行
政
の
課
題
と
再
確

認
す
る
等
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

　

10
月
19
日
、歯
科
部
は「
歯

科
保
険
請
求
・
審
査
等
に
関

す
る
講
習
会
」
を
会
場
と
Ｗ

Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
開
催
し
、
全
道
か
ら

１
９
１
人
の
会
員
が
参
加
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
野
川
副
会
長

か
ら
「
本
日
の
講
習
会
で
改

定
内
容
を
読
み
解
い
て
い
た

だ
き
、
疑
問
点
を
解
決
し
て

間
違
い
の
な
い
保
険
請
求
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　

講
師
は
田
辺
歯
科
部
長
が

務
め
「
２
０
２
４
改
定
の
整

理
と
再
検
討
」
を
テ
ー
マ
に

今
回
の
改
定
で
生
じ
る
様
々

な
疑
問
点
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
、
歯
科
医
療
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
も
詳
し
く

解
説
し
た
。

　

ま
ず
医
学
管
理
料
の
改
定

に
つ
い
て
、
多
岐
に
わ
た
る

新
設
さ
れ
た
点
数
や
加
算
が

算
定
可
能
な
条
件
を
詳
説
。

さ
ら
に
処
置
に
関
す
る
通
則

の
変
更
に
触
れ
、
手
術
で
使

用
す
る
麻
酔
薬
材
料
の
算
定

方
法
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
請
求
方
法
の
考
え
方
等

を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
歯
冠
に
つ
い
て
は

チ
タ
ン
冠
の
取
扱
い
の
明
確

化
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の

適
用
範
囲
拡
大
に
お
け
る
請

求
の
留
意
点
等
を
解
説
し
た
。

　

最
後
に
、
人
材
確
保
と
賃

上
げ
対
応
に
つ
い
て
も
触
れ
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
対

象
の
考
え
方
、
労
働
基
準
法

を
遵
守
す
る
必
要
性
を
伝

え
、講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

講
演
後
、
期
間
限
定
で
録

画
配
信
も
行
い
、
多
く
の
会

員
ら
が
視
聴
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
大
変
わ
か
り
や
す

く
勉
強
に
な
っ
た
」「
繰
り

返
し
聞
き
た
い
」
等
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
大
変
好
評
で

あ
っ
た
。

　

10
月
12
日
、
北
海
道
歯
科

衛
生
士
会
、
札
幌
歯
科
技
工

士
会
と
合
同
で
懇
談
会
を
開

催
。
北
海
道
歯
科
衛
生
士
会

（
札
幌
支
部
）
か
ら
松
岡
支

部
長
、
梁
川
副
支
部
長
、
札

幌
歯
科
技
工
士
会
か
ら
小
野

寺
会
長
、
高
山
副
会
長
が
出

席
し
、
本
会
か
ら
は
三
浦
副

会
長
、
芦
田
歯
科
副
部
長
以

下
役
員
４
人
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
芦
田
歯
科
副
部

長
か
ら
「
本
年
度
改
定
に
お

け
る
話
題
提
供
」
を
テ
ー
マ

に
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬

改
定
率
の
影
響
や
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
、
訪
問
歯
科

衛
生
指
導
料
、
光
学
印
象
な

ど
の
新
設
さ
れ
た
点
数
の
解

説
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
小
野
寺
会
長
か

ら
「
歯
科
技
工
士
の
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
平
均
年
齢

が
60
歳
前
後
」
と
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
札
幌
市
に
お
け

る
技
工
士
数
が
約
１
０
０
０

人
、
技
工
所
数
が
約
３
０
０

カ
所
と
著
し
く
減
少
し
て
い

る
現
状
を
指
摘
。
給
与
面
な

ど
に
お
け
る
課
題
か
ら
、
技

工
士
の
な
り
手
が
不
足
し
て

お
り
、
作
成
物
の
保
険
点
数

化
な
ど
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
松
岡
支
部
長
か
ら

は
「
歯
科
衛
生
士
の
な
り
手

が
看
護
師
に
流
出
し
て
お

り
、
衛
生
士
数
は
減
少
傾
向

に
あ
る
」
と
報
告
さ
れ
た
。

一
方
で
「
男
性
の
衛
生
士
数

が
増
加
す
る
な
ど
、
働
き
方

に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
今
後

創
設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
専

門
歯
科
衛
生
士
制
度
に
つ
い

て
は
、
歯
科
衛
生
士
の
自
立

化
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、

学
位
取
得
な
ど
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
点
が
懸
念
さ
れ
る
」
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
各
会
よ
り
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
最

後
に
「
歯
科
市
民
集
会
」
の

共
催
に
つ
い
て
、
進
行
予
定

や
キ
ッ
ズ
歯
科
体
験
イ
ベ
ン

ト
の
分
担
、
使
用
備
品
な
ど

を
確
認
し
、
懇
談
会
を
終
了

し
た
。

ブ
が
あ
れ
ば
、
過
疎
化
の
穴

を
小
さ
く
す
る
こ
と
は
可
能

だ
。
各
自
治
体
の
熱
意
と
創

意
が
問
わ
れ
る
。

医
師
偏
在
・
過
疎
化

医
師
偏
在
・
過
疎
化

��

の
特
効
薬

の
特
効
薬

　

特
効
薬
な
ど
な
い
。
支
援

金
に
よ
る
大
学
と
の
連
携
強

化
は
か
つ
て
の
医
局
講
座
制

を
彷
彿
と
さ
せ
、
地
域
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
の
扱
う
全
国

の
年
間
４
２
０
０
名
の
実
績

の
大
部
分
が
奨
学
生
や
卒
業

生
で
あ
る
。
緊
急
や
夜
間
・

休
日
の
対
応
は
民
間
派
遣
業

者
の
独
壇
場
で
あ
る
。

　

既
存
の
手
法
も
有
効
だ
。

公
的
病
院
の
民
間
委
託
や
公

設
民
営
化
は
既
に
定
着
し
て

い
る
。規
制
よ
り
も
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
有
効
な
の
だ
。
更

に
子
弟
な
ど
の
承
継
問
題
で

専
門
医
制
度
が
足
枷
に
な
る

の
は
本
末
転
倒
で
、
シ
ー
リ

ン
グ
は
緩
和
す
べ
き
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
介
護
審

査
会
や
市
民
健
康
教
育
も
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。
基
幹
病
院
が
医
療
Ｄ
Ｘ

の
先
頭
に
立
ち
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
症
例
検
討
や
技
術
指

導
だ
け
で
な
く
、
若
手
医
師

の
中
小
院
所
勤
務
や
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
、
院
外
活
動
を
積
極
的
に

評
価
す
る
制
度
に
な
れ
ば
、

地
域
医
療
の
支
え
に
も
な

る
。打
開
策
は
他
に
も
多
い
。

　

北
海
道
保
険
医
会
は
今
後

も
地
域
医
療
を
支
え
て
い
く
。
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２
面
…
●
時
論
「
介
護
報
酬
の
早
急

な
引
き
上
げ
を
」

　
　
　
●
公
開
医
政
講
演
会
要
旨

３
面
…
●
支
部
だ
よ
り

　
　
　
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面…

●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　
●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

講師の田辺歯科部長

（左）道衛生士会と札技会

会場の聴講者

　
２
０
２
５
年
に
向
け
地
域
の
必
要
な
病
床
数
を
見
直
し
、
機
能
分
化
と
連

携
を
進
め
る
取
り
組
み
が
提
起
さ
れ
久
し
い
が
、
医
師
偏
在
対
策
は
更
な
る

現
実
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

道
の
り
険
し
い

道
の
り
険
し
い
地
域
医
療
構
想

地
域
医
療
構
想

��
―　

穴
を
塞
げ
な
い
医
師
偏
在
対
策　

―

―　

穴
を
塞
げ
な
い
医
師
偏
在
対
策　

―

　
歯
科
保
険
請
求
・
審
査
等
に
関
す
る
講
習
会

　
歯
科
保
険
請
求
・
審
査
等
に
関
す
る
講
習
会

２
０
２
４
改
定
の
疑
問
点
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

２
０
２
４
改
定
の
疑
問
点
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

道
衛
生
士
会
・
札
技
会
と
合
同
懇
談
会

道
衛
生
士
会
・
札
技
会
と
合
同
懇
談
会

歯
科
医
療
の
現
状
と
課
題
を
協
議

歯
科
医
療
の
現
状
と
課
題
を
協
議
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２
０
２
４
年
は
６
年
に

一
度
の
医
療
・
介
護
・
障

害
福
祉
の
ト
リ
プ
ル
改
定

が
あ
っ
た
。
診
療
報
酬
本

体
は
０
・
88
％
の
プ
ラ

ス
、
介
護
報
酬
は
こ
れ
を

上
回
る
１
・
59
％
の
プ
ラ

ス
改
定
で
、
そ
の
う
ち
介

護
職
員
の
処
遇
改
善
分
が

０
・
98
％
で
あ
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
年
８
月

か
ら
９
月
に
行
っ
た
介
護

事
業
所
の
調
査
で
は
賃
上

げ
率
は
２
・
52
％
で
、
今

年
の
春
闘
の
一
般
企
業
の

賃
上
げ
率
が
５
・
10
％
、

中
小
企
業
で
も
４
・
45
％

と
高
率
で
あ
っ
た
こ
と
と

比
べ
る
と
介
護
職
員
の
賃

上
げ
は
大
き
く
下
回
っ
て

い
た
。
月
の
平
均
賃
金
で

も
全
産
業
36
万
９
千
円
に

対
し
、
介
護
職
員
30
万
円

と
さ
ら
に
格
差
が
広
が
っ

た
。
２
０
２
５
年
に
は
団

塊
の
世
代
が
全
員
75
歳
以

上
と
な
り
、
今
後
さ
ら
に

介
護
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

中
で
、
他
業
種
へ
の
人
材

流
出
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
の
改
定
で
は

訪
問
介
護
報
酬
が
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は

２
０
２
２
年
の
介
護
事
業

経
営
実
態
調
査
で
、
訪
問

介
護
の
利
益
率
が
全
サ
ー

ビ
ス
平
均
の
２
・
４
％
を

大
き
く
上
回
る
７
・
８
％

だ
っ
た
と
の
主
張
に
よ

る
。
一
方
こ
の
調
査
で
は

赤
字
の
事
業
所
が
４
割
を

占
め
て
お
り
、
小
規
模
の

事
業
所
が
多
か
っ
た
。
特

に
地
方
で
は
移
動
距
離
も

多
く
ガ
ソ
リ
ン
代
等
の
高

騰
も
あ
り
、
経
営
は
大
変

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
昨
年
訪
問
介
護
事
業

所
の
倒
産
は
67
件
に
達

し
、
さ
ら
に
今
年
４
月
か

ら
の
上
半
期
は
過
去
最
多

の
46
件
と
急
増
し
て
い

た
。
今
回
の
報
酬
が
引
き

下
げ
ら
れ
た
影
響
が
す
で

に
現
れ
、
物
価
の
高
騰
、

人
手
不
足
が
さ
ら
に
拍
車

を
か
け
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
小
規
模
の
事
業

所
で
は
処
遇
改
善
加
算
の

算
定
要
件
も
満
た
す
こ
と

が
出
来
ず
、
職
員
へ
の
賃

上
げ
が
思
う
よ
う
に
出
来

な
い
状
態
と
な
っ
て
い

る
。
２
０
２
２
年
の
訪
問

介
護
事
業
所
の
調
査
で
は

83
・
５
％
が
職
員
不
足
と

答
え
て
お
り
、
現
場
で

は
「
新
規
の
ヘ
ル
パ
ー
は

絶
滅
危
惧
種
」
と
ま
で
さ

さ
や
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
改
善
す
る
た
め
に
は
基

本
報
酬
の
大
幅
な
引
き
上

げ
が
必
要
で
あ
る
。
介
護

報
酬
改
定
は
診
療
報
酬
よ

り
長
い
３
年
に
一
度
で
あ

り
、
現
状
で
次
回
改
定
ま

で
待
て
る
余
裕
は
な
い
。

期
中
改
定
を
含
め
た
介
護

報
酬
の
早
急
な
改
善
を
求

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

都
道
府
県「
内
」
の

都
道
府
県「
内
」
の

��
医
師
偏
在
問
題
も

医
師
偏
在
問
題
も

　

２
０
０
２
年
に
各
都
道
府

県
で
医
師
確
保
計
画
策
定
が

義
務
付
け
ら
れ
、
そ
れ
ま
で

の
人
口
10
万
人
当
た
り
医
師

数
か
ら
、「
医
師
偏
在
指
標
」

を
導
入
。
こ
れ
に
よ
り
求
め

た
数
値
の
上
位
３
分
の
１
を

医
師
多
数
県
、
下
位
３
分
の

１
を
医
師
少
数
県
、
い
ず
れ

で
も
な
い
も
の
を
中
間
県
と

し
た
。
２
０
２
３
年
の
医
師

偏
在
指
標
で
は
西
日
本
の
大

多
数
が
医
師
多
数
府
県
、
宮

城
・
栃
木
を
除
く
東
北
・
北

関
東
が
医
師
少
数
県
と
な
っ

て
い
る
表
。

　

本
道
は
全
国
医
師
偏
在
指

数
で
は
医
師
中
間
県
と
さ
れ

て
い
る
が
、二
次
医
療
圏（
２�

０
２
０
年
）で
見
る
と
、全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
の
は�

札
幌
と
上
川
中
部
の
み
で
、根

室
・
宗
谷
・
日
高
・
南
檜
山
で

は
上
川
中
部
の
３
分
の
１
以

下
と
な
っ
て
い
る
図
。
中

核
都
市
に
医
療
資
源
等
が
集

約
し
て
お
り
、
新
臨
床
研
修

制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
そ
の

傾
向
が
加
速
し
て
い
る
。

　

そ
の
原
因
は
、
医
師
の
養

成
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
よ
る

も
の
と
考
え
る
。
臨
床
研
修

終
了
後
、
卒
後
３
～
５
年
目

の
医
師
は
専
門
医
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
有
す
る
大
学
病
院

や
都
市
部
の
基
幹
病
院
等
で

の
勤
務
と
な
る
。
専
門
医
の

更
新
を
５
年
毎
に
行
う
が
、

そ
の
間
も
一
定
の
症
例
数
の

経
験
が
求
め
ら
れ
、
専
門
医

で
い
る
限
り
、
へ
き
地
の
診

療
所
や
中
小
病
院
で
の
勤
務

は
制
度
上
不
可
能
、
あ
る
い

は
短
期
間
に
限
ら
れ
る
と
い

う
問
題
が
あ
る
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
医
学
部

定
員
に
地
域
枠
を
中
心
に
臨

時
定
員
を
増
や
し
、
拡
大
し

て
い
っ
た
。
地
域
枠
の
効
果

と
し
て
、２
０
１
４
年
以
降
、

医
師
少
数
県
や
中
間
県
で
の

35
歳
以
下
の
医
師
の
増
加
率

が
多
数
県
を
上
回
っ
て
き
て

お
り
、
そ
の
効
果
は
最
多

県
と
最
小
県
比
が
２
・
０
１

倍
か
ら
１
・８
６
倍
と
な
り
、

増
加
率
で
絶
対
数
で
は
な
い

が
こ
れ
が
継
続
さ
れ
れ
ば
格

差
が
徐
々
に
解
消
さ
れ
る
と

予
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
は
都
道
府
県「
間
」
の
是

正
で
、
都
道
府
県「
内
」
の

偏
在
は
ま
た
別
の
話
と
な
る

た
め
、
今
後
も
偏
在
解
消
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

診
療
科
偏
在
問
題
の

診
療
科
偏
在
問
題
の

��

解
決
は
道
半
ば

解
決
は
道
半
ば

　

２
０
１
８
年
か
ら
始
ま
っ

た
新
専
門
医
制
度
の
専
攻

医
採
用
数
の
構
成
比
率
を

見
る
と
、
内
科
、
外
科
、
眼

科
、
脳
神
経
外
科
が
必
要
医

師
数
比
を
下
回
っ
て
い
る
。

２
０
２
４
年
に
お
け
る
本
道

の
専
攻
医
の
診
療
科
別
採
用

数
の
特
徴
と
し
て
、
内
科
が

少
な
く
、
総
合
診
療
科
は
全

国
平
均
の
２
倍
強
。
逆
に
精

神
科
は
全
国
平
均
の
６
割
に

留
ま
り
、
必
要
医
師
数
比
率

も
下
回
っ
て
い
る
。
日
本
専

門
医
機
構
は
偏
在
対
策
と
し

て
、
２
０
２
０
年
か
ら
必
要

な
医
師
数
を
確
保
で
き
て
い

る
都
道
府
県
や
診
療
科
に
採

用
数
の
上
限
を
設
け
る
シ
ー

リ
ン
グ
制
度
を
開
始
。
更
に

２
０
２
３
年
か
ら
は
一
部
の

採
用
枠
で
特
別
地
域
連
携
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
た
。

今
後
の
ゆ
く
え

今
後
の
ゆ
く
え

　

厚
労
省
は
２
０
２
４
年
８

月
30
日
に
「
近
未
来
健
康
活

躍
社
会
戦
略
」
を
公
表
。
国

内
戦
略
と
し
て
医
師
偏
在
対

策
の
推
進
を
盛
り
込
ん
だ
。

医
師
偏
在
是
正
に
向
け
た
総

合
対
策
と
し
て
、
２
０
２
４

年
度
末
ま
で
に
総
合
的
な

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
策
定
す
る
と

し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
▼
医
師
少
数

区
域
で
の
勤
務
経
験
を
求
め

る
管
理
者
要
件
の
大
幅
な
拡

大
▼
臨
床
研
修
の
広
域
連
携

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
度
化
▼
医

師
多
数
県
の
臨
時
定
員
地
域

枠
の
医
師
少
数
県
へ
の
振
り

替
え
▼
地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
に
よ
る
、
重
点
的

な
支
援
区
域
の
医
療
機
関
や

処
遇
改
善
の
た
め
の
経
済
的

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
当
該
区

域
へ
の
医
師
派
遣
等
を
行
う

中
核
的
な
病
院
へ
の
支
援
―

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

◇　

◇　

◇

　

国
は
こ
れ
ま
で
医
師
偏
在

対
策
と
し
て
医
師
養
成
課
程

を
見
直
し
、
都
道
府
県
も
地

域
枠
の
設
定
、
地
域
枠
医
師

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
改
正
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
本
道
は
こ
れ
ま
で
修
学

資
金
貸
与
制
度
を
使
っ
て
二

次
医
療
圏
の
医
師
偏
在
対
策

を
進
め
て
き
た
が
、
２
０
２�

１
年
の
北
海
道
医
療
対
策
協

議
会
、
地
域
医
療
を
担
う
医

師
養
成
検
討
分
科
会
で
、
地

域
で
必
要
な
診
療
科
の
医

師
を
増
や
す
方
策
と
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
改
正
を
施
行
し
て
い
る
。

　

35
歳
未
満
の
医
師
配
置
状

況
の
推
移
を
見
る
と
、
地
域

枠
の
拡
大
は
最
も
現
実
的
で

効
果
的
な
方
策
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
偏
在

は
少
し
ず
つ
解
消
に
向
か
っ

て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る

が
、
格
差
解
消
に
時
間
が
掛

か
り
過
ぎ
、
そ
れ
ま
で
地
方

医
療
が
存
続
で
き
る
か
ど
う

か
不
安
が
残
る
。

公開医政講演会要旨 

表  �都道府県別の医師偏在指標（2023年11月）

図  �医師の地域偏在：第二次医療圏別の人口 10 万人対医師数 （出典）厚生労働省HP 医師確保対策-医師偏在指標

（出典）北海道地域医療を担う医師養成検討分科会資料

介
護
報
酬
の

早
急
な
引
き
上
げ
を

地
域
偏
在

地
域
偏
在
　
診
療
科
偏
在

診
療
科
偏
在
　

地
域
偏
在

地
域
偏
在
と
診
療
科
偏
在

診
療
科
偏
在
の

     
現
状
と
対
策 

北海道医師会副会長

佐古　和廣 氏
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10
年
以
上
前
か
ら
前
任
の

先
生
の
あ
と
を
継
い
で
、
３

カ
月
に
１
回
、
枝
幸
町
立
国

民
健
康
保
険
病
院
に
行
き
、

周
辺
地
域
の
リ
ウ
マ
チ
膠
原

病
患
者
さ
ん
の
診
療
を
し
て

い
ま
す
。
３
カ
月
に
１
回
の

診
察
で
診
療
が
成
り
立
つ
の

は
３
町（
中
頓
別
、
浜
頓
別
、

枝
幸
）
の
各
国
保
病
院
の
先

生
と
併
診
す
る
シ
ス
テ
ム
を

作
っ
て
い
る
か
ら
で
、
各
町

の
保
健
師
も
介
入
し
、
高
齢

患
者
さ
ん
の
生
活
状
況
に
も

目
を
配
っ
て
い
ま
す
。
事
業

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
難
病
が

あ
っ
て
も
安
心
し
て
患
者
が

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
行

う
こ
と
」
で
す
（
同
事
業
要

綱
よ
り
）。
一
日
中
診
療
し

た
あ
と
、
夕
方
に
看
護
師
さ

ん
、
各
町
の
保
健
師
さ
ん
と

全
例
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
し
、

地
元
の
先
生
へ
申
し
送
る
内

容
の
確
認
を
し
ま
す
。
翌
日

は
患
者
会
で
、
こ
れ
に
は
リ

ウ
マ
チ
患
者
さ
ん
だ
け
で
な

く
神
経
難
病
の
患
者
さ
ん
も

参
加
し
て
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の

教
育
講
演
を
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
の
患
者
会
は
ク
リ
ス

マ
ス
会
で
、
患
者
さ
ん
、
保

健
師
さ
ん
達
と
ご
馳
走
を
食

べ
な
が
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

は
そ
の
年
の
有
名
人
を
お
招

き
し
て
の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
で

す
。
有
名
人
は
毎
年
私
が
連

れ
て
く
る
お
約
束
で
、
実
際

に
は
私
が
そ
の
有
名
人
に
扮

す
る
と
い
う
も
の
。
そ
の
た

め
有
名
人
が
会
場
に
来
た
時

に
は
、
い
つ
も
私
は
い
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
ま
で
連
れ
て
き
た
有

名
人
は
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
指
原
さ

ん
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ

ン
、
リ
ー
チ
・
マ
イ
ケ
ル
、

氣
志
團
の
綾
小
路（
ボ
ー
カ

ル
）
な
ど
。
去
年
は
谷
村
新

司（
も
の
ま
ね
の
清
水
ア
キ

ラ
風
）
で
し
た
。
Ａ
Ｋ
Ｂ
48

の
「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン

ク
ッ
キ
ー
」を
踊
っ
た
時
は
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
患
者
さ

ん
が
杖
を
放
り
投
げ
て
踊
り

だ
し
て
、
み
ん
な
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
や
保

健
師
さ
ん
達
は
９
月
の
患
者

会
あ
た
り
か
ら
、
今
年
の
ク

リ
ス
マ
ス
会
は
誰
が
来
る
の

か
な
？
と
、
予
想
し
合
い
ま

す
。

　

今
年
は
大
リ
ー
ガ
ー
大
谷

選
手
が
大
活
躍
で
す
が
、
大

谷
を
呼
ん
で
デ
コ
ピ
ン
（
ぬ

い
ぐ
る
み
）を
連
れ
て
行
き
、

る
が
、
そ
れ
も
ま
た
楽
し
く

感
じ
ら
れ
る
。

　

時
に
は
懐
か
し
い
友
の
顔

が
浮
か
び
、
ど
う
し
て
い
る

の
か
と
思
い
を
馳
せ
る
こ
と

も
あ
る
。
40
分
程
の
時
間
で

は
あ
る
が
、
私
に
と
っ
て
は

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、
活
力

の
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

休
日
の
朝
は
、
小
さ
な
楽

し
み
で
あ
る
。
長
年
、
安
ら

か
な
時
を
与
え
て
く
れ
た
、

ボ
ブ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
の「
タ
ッ

チ
ダ
ウ
ン
」。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

は
多
少
破
れ
か
け
て
し
ま
っ

た
が
、
こ
ち
ら
に
も
感
謝
し

た
い
と
思
う
。
も
し
古
い
オ�

ー
デ
ィ
オ
を
お
持
ち
の
方
は
、

久
方
ぶ
り
に
レ
コ
ー
ド
を

ひ
っ
ぱ
り
出
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
新
た
な

発
見
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

デ
コ
ピ
ン
と
の
始
球
式
を

や
っ
て
み
よ
う
か
な
、
そ
れ

と
も
釣
り
バ
カ
日
誌
風
の
西

田
敏
行
を
呼
ん
で
「
も
し
も

ピ
ア
ノ
が
弾
け
た
な
ら
」
を

歌
お
う
か
な
。

　

私
の
休
日
は
、
１
枚
の
レ

コ
ー
ド
で
始
ま
る
。
か
れ
こ

れ
20
年
程
に
な
る
だ
ろ
う

か
。
学
生
の
時
に
購
入
し
た

レ
コ
ー
ド
を
か
け
た
と
こ

ろ
、
と
て
も
落
ち
着
い
た
平

穏
な
気
持
ち
に
な
っ
た
の
が

最
初
だ
っ
た
気
が
す
る
。
夕

方
か
ら
夜
半
に
聴
く
こ
と
は

そ
こ
そ
こ
あ
っ
た
の
だ
が
、

朝
か
ら
は
ま
ず
な
か
っ
た
。

　

ア
ン
プ
と
プ
レ
ー
ヤ
ー
も

45
年
以
上
前
の
も
の
で
あ

る
。
さ
す
が
に
ス
ピ
ー
カ
ー

は
ウ
ー
ハ
ー
部
が
ボ
ロ
ボ
ロ

と
な
り
新
し
い
も
の
に
替
え

た
。
わ
ず
か
に
入
る
ノ
イ
ズ

が
心
地
良
い
。
機
嫌
が
悪
い

と
超
低
速
と
な
り
、
と
て
も

聴
け
た
も
の
で
は
な
い
が
、

そ
れ
も
ま
た
ご
愛
嬌
で
長
年

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
て
い
る
。
レ
コ
ー

ド
は
片
面
が
終
わ
る
と
ひ
っ

く
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
も
ち
ろ
ん
手
間
で
は
あ

　

１
５
８
３
㎞
。
今
年
の
春

か
ら
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
今
ま
で
に
私
が
自
転
車
で

走
っ
た
距
離
で
す
。
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
と
昨
年
か
ら

始
め
た
自
転
車
で
し
た
が
、

い
つ
し
か
週
末
ご
と
の
ロ
ン

グ
ラ
イ
ド
は
私
の
楽
し
み
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
北
見
市

内
を
流
れ
る
無
加
川
・
常
呂

川
河
川
敷
の
堤
防
は
綺
麗
に

舗
装
さ
れ
て
い
て
、
初
心
者

の
私
の
よ
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

春
に
は
10
㎞
離
れ
た
北
見

の
桜
の
名
所
で
あ
る
金
刀
比

羅
さ
く
ら
公
園
ま
で
自
転
車

で
花
見
に
行
き
、20
㎞
離
れ
た

隣
町
の
訓
子
府
町
で
は
、
地

域
の
名
物
で
あ
る
タ
レ
カ
ツ

丼
も
楽
し
め
る
美
味
し
い
蕎

麦
屋
を
見
つ
け
ま
し
た
。30
㎞

離
れ
た
美
幌
町
に
は
行
き
つ

け
の
カ
フ
ェ
が
で
き
ま
し
た
。�

40
㎞
離
れ
た
常
呂
で
は
オ
ホ�

ー
ツ
ク
海
を
眺
め
、更
に
そ
の

10
㎞
先
に
あ
る
サ
ロ
マ
湖
ワ�

ッ
カ
原
生
花
園
ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
の
芝
生
に
寝
転
が

り
、
休
憩
を
楽
し
み
ま
す
。

　

50
㎞
離
れ
た
標
高
５
０
０

ｍ
の
美
幌
峠
の
展
望
台
は
、

私
に
と
っ
て
夢
の
ゴ
ー
ル
で

し
た
。
初
め
て
挑
ん
だ
美
幌

峠
は
10
㎞
以
上
続
く
坂
道
に

心
が
折
れ
、
足
も
動
か
な
く

な
り
７
合
目
あ
た
り
で
断

念
。
帰
り
道
で
は
雨
に
打
た

れ
、
ほ
ろ
苦
い
初
戦
に
な
り

ま
し
た
。
負
担
の
か
か
ら
な

い
適
切
な
ギ
ヤ
を
選
択
し
、

一
定
の
ケ
イ
デ
ン
ス
（
回
転

数
）
で
ペ
ダ
ル
を
回
し
続
け

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
、
峠

に
挑
む
前
の
栄
養
補
給
や
休

憩
場
所
も
周
到
に
計
画
し
、

２
回
目
の
挑
戦
で
私
の
夢
は

叶
い
ま
し
た
。「
こ
れ
を
乗

り
越
え
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、

何
だ
っ
て
で
き
る
！
」
そ
ん

な
達
成
感
や
元
気
を
も
ら
え

る
美
幌
峠
ラ
イ
ド
で
す
。

　

３
１
５
４
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。

北
見
か
ら
網
走
ま
で
往
復
１�

２
６
㎞
を
走
っ
た
時
の
今
季

最
高
消
費
カ
ロ
リ
ー
で
す
。

　

27
㎏
。
こ
の
２
年
で
軽
量

化
さ
れ
た
筆
者
の
体
重
で
す
。

　

会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
10
月
26
日
、
札
幌
市
内

の
Ｇ
ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
ノ
ル

ベ
サ
で
開
催
し
た
。
当
日
は

17
医
療
機
関
か
ら
66
人
が
参

加
し
、
個
人
戦
と
３
人
１
組

の
団
体
戦
の
優
勝
を
目
指
し

白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

　

ゲ
ー
ム
終
了
後
は
す
す
き

の
に
あ
る
「
北
海
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
」
に
場
所
を
移
し
、

表
彰
式
を
か
ね
た
懇
親
会
が

行
わ
れ
た
。
厳
選
さ
れ
た
道

内
の
ラ
ム
肉
・
豚
肉
の
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
に
参
加
者
た
ち
は

舌
鼓
。
互
い
に
プ
レ
ー
の
感

想
を
言
い
合
い
な
が
ら
、
他

の
チ
ー
ム
と
も
交
流
を
深

め
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
た
。

　

待
ち
に
待
っ
た
表
彰
式
で

は
高
ス
コ
ア
を
叩
き
出
し
た

猛
者
た
ち
へ
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
ハ
イ
ス
コ
ア
賞
を
は
じ

め
と
す
る
特
別
賞
の
表
彰
に

加
え
、
豪
華
景
品
が
当
た
る

抽
選
会
が
行
わ
れ
た
。
抽
選

会
で
は
、
今
年
も
成
績
順
に

ク
ジ
引
き
を
行
い
、
ダ
イ
ソ

ン
掃
除
機
や
ア
ッ
プ
ル
ウ
ォ�

ッ
チ
等
の
豪
華
景
品
が
あ
た

る
た
び
に
、
ど
よ
め
き
と
大

き
な
歓
声
が
沸
き
上
が
っ

た
。
引
き
の
強
さ
に
参
加
者

た
ち
は
一
喜
一
憂
し
、
来
年

こ
そ
は
と
次
の
大
会
に
期
待

を
膨
ら
ま
せ
、
散
会
し
た
。

美幌峠から望む屈斜路湖

▶
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
会
員

（団体戦）

順位 医療機関

優勝 こやま歯科診療室

準優勝 なかつぼ歯科医院

3位 えがみ歯科医院

（個人戦）

順位 医療機関
成績

1G 2G TOTAL

優勝 山田　幸治　さん
（こやま歯科診療室）200 178 378

準優勝 江上　友貴　さん
（えがみ歯科医院） 155 222 377

３位 谷向　慎矢　さん
（望洋台歯科クリニック） 167 161 328

▲ハイスコア賞の江上友貴さんと江上公子さんお問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281

＊　2023年度は9名の方に保険金をお支払いしました　＊

・死亡9名…会員7名・配偶者2名（40代1名、60代6名、70代2名）

対　象　者 グループ保険ご加入者（2024年9月30日時点）

対 象 期 間 2023年10月1日～2024年9月30日

送金予定日 2024年12月10日（着金までに2､3日かかる場合があります）

■グループ保険 配当金還付について　2023年度配当率　

◯掛金払込中断・再開、振替口座変更　1月27日振替分　…12月13日（金）

◯年内一時金請　年内着金　…12月10日（火）
※ 上記締切日につきましては、確実に年内着金等ができるように設定されております。
締切日以降も順次お手続きしますので、締切日を過ぎてご提出の場合でも年内に着金の可能性
があります。

着金日にかかわらず、年内の手続完了分は2024年度の課税となります。
2025年度の課税をご希望の場合は事前にお知らせください。

3.75％
2023年度のグループ保険配当金を下記要領で保険料振替口座に送金いたしますので
ご確認ください。

※「配当案内」「控除証明書」「加入者カード」は、封書で11月下旬に発送予定です。

共済部からのお知らせ

■保険医年金　年内書類締切日のご案内

南
宗
谷
難
病
医
療
シ
ス
テ
ム

南
宗
谷
難
病
医
療
シ
ス
テ
ム

医
療
事
業
と
患
者
会

医
療
事
業
と
患
者
会

苫
小
牧
支
部　
勤
医
協
苫
小
牧
病
院

松ま
つ
も
と本　

巧た
く
み

休
日
の
朝

休
日
の
朝

苫
小
牧
市　
ぬ
ま
の
は
た
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

齋さ
い
と
う藤　

博ひ
ろ
み
ち道

第 31回会員親睦ボウリング大会第 31回会員親睦ボウリング大会

景品目指しゲーム白熱景品目指しゲーム白熱

128

楽
し
く
健
康
づ
く
り

オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部　

支
部
長　

菊
地 

憲
孝
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電子処方箋関連補助金申請

　 　

　

今
年
の
８
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
、ス
ー
パ
ー
の
米
売
り

場
か
ら
米
が
消
え
た
。南
海
ト

ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
と
し
て

全
国
的
に
米
の
買
い
占
め
が

進
ん
だ
た
め
と
考
え
ら
れ
、

令
和
の
米
騒
動
と
呼
ば
れ
た
。

需
要
増
で
需
給
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
た
事
例
で
あ
る
。
９
月

後
半
か
ら
は
新
米
の
出
荷
が

進
み
、店
頭
に
米
が
並
ぶ
よ
う

に
な
り
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

　

過
去
に
遡
る
と
、
大
正
の

米
騒
動
は
政
府
が
シ
ベ
リ
ア

出
兵
の
方
針
を
決
め
た
た

め
、
投
機
目
的
の
米
の
買
い

占
め
が
起
こ
り
、
米
価
が
高

騰
し
た
。
こ
れ
も
需
要
増
に

よ
り
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
事
例
で
あ
る
。
平
成
の

米
騒
動
は
天
候
不
良
に
よ
り

稲
の
生
育
不
良
が
生
じ
、
供

給
不
足
で
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

た
事
例
で
あ
る
。
平
成
の
米

騒
動
は
、
私
も
学
生
時
代
に

実
家
で
国
産
米
と
タ
イ
米
を

ブ
レ
ン
ド
し
て
食
べ
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
全
国
の

歯
科
医
師
数
が
減
少
し
て

き
て
い
る
。
確
か
に
日
本

の
人
口
は
減
少
し
て
い
く
だ

ろ
う
が
、
高
齢
化
率
は
上

昇
し
て
お
り
、
急
激
に
需
要

減
と
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
。
一
方
供
給
側
は
確
実
に

減
少
し
て
き
て
い
る
。
歯
科

医
師
過
剰
を
抑
制
す
る
た

め
、
２
０
１
４
年
以
降
の
国

家
試
験
合
格
者
数
は
毎
年
約

２
０
０
０
名
に
抑
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
現
役
歯
科
医
師

の
平
均
年
齢
も
上
昇
し
て
き

て
お
り
、
新
た
な
施
設
基
準

を
満
た
す
た
め
に
求
め
ら
れ

る
設
備
投
資
の
増
加
で
、
引

退
の
時
期
を
早
め
よ
う
と
考

え
る
歯
科
医
師
も
増
え
て
き

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
超
高
齢

社
会
が
進
む
と
、
今
ま
で
以

上
に
在
宅
歯
科
医
療
の
割
合

も
増
え
て
く
る
。
必
然
的
に

１
人
当
た
り
の
歯
科
医
師
が

診
療
で
き
る
人
数
が
減
少
す

る
と
思
わ
れ
、
国
民
の
歯
科

医
療
に
対
す
る
需
要
を
満
た

す
だ
け
の
供
給
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

歯
科
医
療
の
供
給
は
「
新

米
」
が
で
て
く
れ
ば
、
す
ぐ

に
満
た
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
歯
科
医
師
国
家
試
験
の

合
格
者
数
の
検
討
も
必
要
だ

が
、
現
役
で
診
療
し
て
い
る

地
域
の
歯
科
開
業
医
が
、
国

民
の
口
腔
の
健
康
を
守
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

政
策
を
期
待
し
た
い
。（
西
）

〈
10
月
〉

10
日　

�

札
幌
支
部
文
化
講
演

会

12
日　

�

公
開
医
政
講
演
会　

北
海
道
歯
科
衛
生
士

会
・
札
幌
歯
科
技
工

士
会
と
の
懇
談

19
日　

歯
科
保
険
講
習
会

22
日　

第
7
回
理
事
会

26
日　

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
第
７
回
理
事
会

日
時　

10
月
22
日（
火
）

場
所　
本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�

11
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

衆
議
院
選
挙 

政
党
・
立
候

補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

③�

２
０
２
４
年
度
支
部
長
会

の
議
案
に
つ
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　新設された「医療DX推進体制整備加算」の施設基準である電子処方
箋サービスの運用について、2025年3月31日までの運用開始が求められ
ています。電子処方箋管理サービス等の導入については補助金の申請が
可能です。ただし、申請には期日が設定されています。
　詳細は「医療機関向け総合ポータルサイト」の下記 URL 又は QRか
らご確認ください。
・電子処方箋関連補助金申請について　　https://x.gd/Pkz51

１．補助金交付申請の流れ
○補助金申請については以下の流れとなる。
　　①電子処方箋管理サービス、新機能又は同時に導入完了
　　②システムベンダ等から請求書等を受領
　　③システムベンダ等に費用を精算
　　④システムベンダ等から領収書及び領収書内訳書を受領
　　⑤必要書類を添付し補助金を申請

２．申請条件等
○オンライン資格確認等システムを運用した上で、電子処方箋管理サー
ビスを利用できるシステムの環境整備が完了していることが条件。また、
「電子処方箋管理サービスを利用できるシステムの環境整備が完了した
日」が補助金申請時に入力が必要となる「完了日」となる。

３．補助金の種類・区分等
○電子処方管理サービス等関係補助金には下記の種類がある。
①電子処方箋管理サービス（2022 年度から実施分）の導入に対する補助金
電子処方箋管理サービスの導入（初期導入）に要した費用に対する補助金
②電子処方箋管理サービス新機能（機能拡充）の改修に対する補助金
電子処方箋管理サービス導入に関するシステムベンダ向け技術解説書に掲げ
られた、下記の項目を改修に要した費用に対する補助金
・リフィル処方箋
・口頭同意による重複投薬等チェック結果の閲覧
・マイナンバーカード署名
・処方箋 ID検索
・調剤結果 ID検索（保険調剤薬局のみ）

○補助金申請区分は下記の通りとなる。
　（１）電子処方箋管理サービス＋新機能を同時に導入（同時導入）
　（２）電子処方箋管理サービスのみ導入（初期導入）
　（３）新機能を追加で導入（新機能導入）
　　　　※追加申請は１回のみ

４．補助金申請期間と交付額
電子処方箋管理サービスと新機能の「同時導入」

　2025 年 3 月 31 日までに初期導入と機能拡充を同時に行い、2025
年 9月 30 日までに申請した医療機関等が補助金交付対象。

病院（200 床以上）
① 200.7 万円を上限に補助
②事業額の 602.2 万円の 1/3 を補助

病院（200 床未満）
① 135.3 万円を上限に補助
②事業額の 405.9 万円の 1/3 を補助

診療所
① 27.1 万円を上限に補助
②事業額の 54.2 万円の 1/2 を補助

※いずれも①・②どちらか低い方が交付対象

電子処方箋管理サービスのみの「初期導入」
　2022 年度から実施している医療機関等に対する電子処方箋管理サー
ビスの導入にかかわる費用への補助について、2024 年 3月末までに実
施した施設への特例補助率の適用を 2025 年 3 月 31 日導入施設までに
継続した上、2025 年 9 月 30 日までに申請を行った場合、引き続き、
2024 年度導入施設への補助を実施。

病院（200 床以上）
① 162.2 万円を上限に補助
②事業額の 486.6 万円の 1/3 を補助

病院（200 床未満）
① 108.6 万円を上限に補助
②事業額の 325.9 万円の 1/3 を補助

診療所
① 19.4 万円を上限に補助
②事業額の 38.7 万円の 1/2 を補助

※いずれも①・②どちらか低い方が交付対象

新機能のみ追加導入の「新機能導入」
　すでに、電子処方箋を導入し、2024 年 11 月 30 日までに新機能の
導入を完了させ、2024 年 12 月 31 日までに申請を行った場合に、補
助金を交付対象。

病院（200 床以上）
① 45.2 万円を上限に補助
②事業額の 135.6 万円の 1/3 を補助

病院（200 床未満）
① 33.3 万円を上限に補助
②事業額の 100 万円の 1/3 を補助

診療所
① 12.3 万円を上限に補助
②事業額の 24.5 万円の 1/2 を補助

※いずれも①・②どちらか低い方が交付対象

医科会員対象 締切
間近

2024年度診療報酬改定
アンケートご協力のお願い

　6月の診療報酬改定について、今回医療現場の声をお聞か
せいただきたく、アンケートを実施しています。
　お忙しいところ恐縮ですが、前回号に同封の用紙でご回答
いただきますようご協力よろしくお願いいたします。
　なお、皆様にいただいた貴重なご意見は厚労省への交渉資
料として活用させていただきます。

【アンケート同封号】 11月5日号
（※アンケート用紙：計３枚）

【回答方法】 ＦＡＸでご回答ください。

【回答締切】 11月30日（土）

届出医療等の活用と留意点

特別価格　4,000円
（税込・送料別）

－施設基準・人員基準等の手引き－

お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

※アンケート用紙はQRからもダウンロードできます。

適時調査対策必携

（2024年6月～2026年5月版）
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